
未来の建設産業担い手確保・育成を目的として、国土交通省が進めている の三大施策でもある
ＩＣＴの全面的な活用を行っている現場で、ＩＣＴ建設機械の乗車、自動追尾ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝによるTS出来形、ﾄﾞﾛｰﾝ操縦
、VR事故体験安全教育の体験を行う見学会を開催しました。

丸子修学館高等学校 現場見学会
国土交通省 関東地方整備局

長野国道事務所

Ｒ５国道１８号上田ＢＰ蒼久保地区改良３工事

開催日：令和6年12月3日 見学者：長野県丸子修学館高校 総合学科（工業分野、土木・建築選択者） 2年生 19名

■生徒の感想
・測量、ドローン、ICT建機、VRの体験をして、より一層土木が好きになりました。 ・ICTの活用により、工期が短縮出来たり、省人化が進んで安全性も向上してることがすごいと思いました。
・今はICT技術を使って効率よく作業が出来ているんだと感じました。 ・多くの体験をさせていただき今後の授業や、就職活動の参考にしたいと思います。

生徒の皆さんと ︕ 自動追尾トータルステーション
TS出来形管理

VR事故体験 安全教育

土工用ICT建設機械

ドローン操縦

現在の建設産業技術
ICTの全面的活用！


